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「展示する一 理念 ・実践」「伝 える」「展覧
会アラカル ト」「記録する」 という項 目か ら
成 り立 っている。動作をあらわす新 しい感覚
の用語が,展 覧会の,そ れぞれの仕事の段階
を示 している。この本の目玉のひとつである







































































































はなかったのである。 しか し,芸術の 「民主




















館は,意 識的に排除 してきた 「無意識」や
























的な問題を,た いへん要領よくわか りやす く
説明している。美術品の材質やそれを取 り扱
う機械,光 線,地 震 と収蔵設備の問題に及ん
で,必要なことが的確に述べ られている。
「社会学」の立場からの発言 は,「美術館














































「アー トマネジメーント」 とい う新 しい問題 も









「アー ト論」と 「幸福論」 の追求 にっなが る
という指摘がある。そしてこの章は 「パブリッ
ク・アー ト」で終わる。パブリック(公共空
間における)ア ー トの実例を引用 しなが ら筆
者は言 う。「美術館 とい う美術の自治区で は
常識であったことが,日 常の生活空間のなか
で」「ほんとうに作品が 「社会』 のなかに溶








もとに,ア ップ ・トゥ・デイ トな問題が登場
し,美術館の 「利用形態の変化」が指摘 され
ている。美術館は,21世紀 に向かって,決 し
てたんなる 「ハコ」や 「タイムマシン」では
なく,社会の中で機能する機関として,今後
ますます重要視されなければな らない。その
ことを最終章としているこの本に心からの賛
辞を贈 りたい。
この他に参考文献 コラム,資料,イ ンター
ネット情報 も付 し,利用者の便宜をはかって
いる貴重な労作である。
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